
次の定積分の値を求めなさい。１
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   について、以下の問いに答えよ。２

　  の導関数   を求めなさい。

　において、  であることを証明しなさい。
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　よって、で  となる。
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   により関数  を定める。３
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　  を求めて、その最小値を求めなさい。
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